
第 86 号

公立富岡総合
病院ニュース

発
　
行

● 難聴について
● 高気圧酸素治療とは

● 七日市病院の紹介
● PET/CT健診のご案内

● 職場紹介 4Ｂ病棟　
● 研修医の紹介
● 地域医療連携だより

〒370-2393 群馬県富岡市富岡2073-1

公立富岡総合病院
富岡地域医療企業団

tomihp@mail.gunma.med.or.jp
0274-63-2111 0274-64-1406

http://www.tomioka-hosp.jp

「ペレセウス２重星団」撮影者：佐藤 尚文
夏の銀河、ペルセウス座に浮かぶ星 の々大集団です。それぞれ数千の星からなり双眼鏡で見ると宝石を撒き散らし
たように煌めく姿が圧巻です。夜10時頃、北北東の空、カシオペア座の下方で夜が更けるほど見やすくなります。
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難聴について
耳鼻咽喉科　櫻井 みずき
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高気圧酸素治療とは、大気圧よりも高い気圧環境のタンクの中で、酸素吸入をすることにより血液
中に大量の酸素を溶解させ、各種の低酸素症状を改善する治療法です。
体内には2種類の酸素があります。それは結合型酸素と溶解型酸素です。
結合型酸素はその名の通り、血液中のヘモグロビンと結びつく酸素です。結合型酸素はヘモグロビ
ンと結合しているために、ヘモグロビンの量を超えて運ばれることはありません。
一方溶解型酸素とは、血液中にそのまま溶けている酸素のため、ヘモグロビンの量には依存しませ
ん。つまり溶解型酸素を体内に多く取り入れることが大切なのですが、溶解型酸素は通常の呼吸だけ
では非常に少なく酸素吸入だけでは増えません。
高気圧酸素治療はヘンリーの法則にもとづき、溶解型酸素を増やします。ヘンリーの法則とは【気
体が液体に溶解する量は、その気体の圧力に比例する】という法則です。高気圧酸素治療は2気圧の
高気圧環境で、100％の酸素を吸入することができます。
当院では、第1種装置（1人用）を使用しています。疾患にもよりますが、治療時間は1回約90分、治
療回数は1日1回とし、患者様の状態で主治医が必要な回数を判断します。
適応となる疾患は、一酸化炭素中毒、減圧症、突発性難聴、イレウス、放射性膀胱炎その他様々な
疾患に効果があります。
高気圧酸素治療と酸素カプセルの違いは、酸素カプセルだと21％の酸素で1.3気圧まで加圧して

いきます。この場合、体内に取り込まれる溶解型酸素の量は、通常の大気圧下での溶解型酸素の1.5
倍です。
しかし、高気圧酸素治療では、約100％の酸素吸入で2気圧まで加圧していきます。そのため、体内
に取り込まれる溶解型酸素の量は14倍になります。高気圧酸素治療は、薬事法で既定された医療機
器であり、医療目的に使用されます。当院では厚労省が定める適応疾患のみ治療を行っています。

高気圧酸素治療とは
臨床工学技士　金子 千里

HBO装置
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公立七日市病院は公立富岡総合病院の西およそ２キロに位置する病院です。江戸時代加賀
百万石の大名前田利家の５男前田利孝が七日市藩を立藩し、その領地内に病院が建てられた
ことから命名されました。他地域の方には “七日市” と名乗るだけでは、富岡市をイメージしに
くいようですが地元には馴染みの地名です。
当院は、１６９床の回復期病院（回復期リハビリテーション病棟５７床、一般病床５５床、
地域包括ケア病棟５７床）です。回復期リハビリテーション病棟では救急医療を脱した脳卒中
や骨折、治療の為にリハビリテーションが必要な患者さんに対応します。その他の病棟では、
肺炎や心不全、消化器症状などの内科疾患を中心に受入れています。特に老年期専門の病院
というわけではありませんが、当地域では高齢化が他よりも進んで、高齢者の入院が多くなっ
ています。
そのため、患者さんが安心して生活できるようにあらゆる職種がチームになり入院初期から
退院を見据えた支援をしています。例えば、麻痺により入院前と同じ状態で自宅に帰ることが
難しい場合は、医療ソーシャルワーカーが利用できる制度を紹介するなどして、サービスが開
始できる状態まで手伝います。また、退院後に服薬や処置といった継続するべき医療が必要な
ときには、退院支援チームの看護師が資料を使うなどして、わかりやすく療養指導をしています。
特に生活の場である自宅の動きやすさは重要なので、住宅の環境を配慮する必要が出てくれば、
患者さんを普段から担当しているリハビリテーションのスタッフが自宅訪問し、家屋調査を実施
し手すりの設置や段差の解消を提案、助言しています。
近年は、在宅療養支援病院として併設する訪問看護ステーションと協力して、時にはケアマ

ネジャーや地域の診療所とやり取りしながら在宅医療に力を入れ、退院した後も自宅で安心し
て生活できる仕組みも整えています。この富岡甘楽地域において、皆さんが安心して生活でき
るよう、あらゆる場面で支援できるようこれからも取組んで参ります。

公立七日市病院
患者支援サービス課　佐俣 雅和
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PET/CT健診のご案内PET/CT健診のご案内
PET/CT検査は、がん細胞の活動状態を知ることができるPET検査と形態を見ることができるCT検査を同時に
撮影する、一歩進んだがんの画像診断法です。検査による痛みはほとんどなく、一度に全身の検査ができます。

１００，０００円（税込）※令和元年7月1日現在
＊富岡市・甘楽町にお住まいの方へ＊
割引制度があり50,000円で健診できますので、
各市町の窓口へお問い合わせください。

費用

検査の
ながれ

健診
内容

● PET/CT検査、超音波検査
　（肝臓・胆のう・膵臓・腎臓・脾臓・甲状腺）
● 腫瘍マーカー（CEA・CA19-9）
● 肺がんマーカー（シフラ・ProGRP・CEA）
● 前立腺がんマーカー（PSA）＊男性の方
● 卵巣がんマーカー（CA125）＊女性の方

受付／会計 採血・血糖検査、超音波検査 FDG薬剤注射
PET検査に必要な薬剤を注射します。

終了 安静 ＰＥＴ/ＣＴ検査 安静
検査終了後30分程度
安静にしていただきます。

約20～30分の
検査です。

薬剤が全身にいきわたるまで
約１時間安静にしていただきます。

お申し込み方法お申し込み方法

【問い合せ先】　公立富岡総合病院　ＴＥＬ：0274-63-2111　健診センター

◎すべてのコースは完全予約制となっていますので、事前のお申し込みが必要です。
◎お電話または健診センターまで直接お越しください。

日帰りドック（半日コース）
39,960円（税込）

日帰りドック（半日コース）
39,960円（税込）

身体計測、内科診察、検便、検尿、血
圧測定、血液検査、胸部Ｘ線、眼科
検査、聴力検査、胃透視、肺機能検
査、心電図、腹部超音波、ＰＳＡ（前
立腺癌）検査（５０歳以上男性）

１泊２日ドック
66，960円（税込）
１泊２日ドック

66，960円（税込）
身体計測、内科診察、検便、検尿、血圧測
定、血液検査、胸部Ｘ線、眼科検査、聴力
検査、肺機能検査、心電図、腹部超音波、
ＰＳＡ（前立腺癌）検査（男性）、血糖検
査、歯科検査、腫瘍マーカー検査、子宮
頸がん検査（女性）、マンモグラフィ（女
性）、喀痰検査、胃カメラ（経鼻）、骨密度、
肺ＣＴ検査（低線量）、肝炎（ＨＣＶ）検査

脳ドック
（診察と撮影  撮影時間は30分）

32，240円（税込）

脳ドック
（診察と撮影  撮影時間は30分）

32，240円（税込）

ＭＲＩとＭＲＡによる脳と脳血管の
検査です。クモ膜下出血の予防、脳
梗塞の早期発見と、これらの進行に
よって引き起される痴呆の予防が３
大テーマです。

※PET/CT検査はがんの発見に非常に優れた検査ですが、万能ではありません。使用する薬剤が尿として排出されるため腎臓が
んや膀胱がんなどは発見しにくいといわれています。また、早期胃がんや小さすぎるがんなど進行の度合いや細胞の種類によっ
ても発見しにくいがんがあります。消化管のがんに関しては内視鏡検査（胃カメラ）を併用していただくことをおすすめします。

ＰＥＴ/ＣＴ健診の他に下記コースを用意しています。
ぜひ一度ご自身の健康管理やご家族の為に受けてみませんか。

ＰＥＴ/ＣＴ健診の他に下記コースを用意しています。
ぜひ一度ご自身の健康管理やご家族の為に受けてみませんか。
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職場紹介
4B病棟

４ B 病棟は、昨年の 10 月から地域包括ケア病棟となりました。

病床数45 床、スタッフは看護師 26 名、看護補助者 2 名で構成さ

れています。地域包括ケア病棟は、一般病棟で治療が終了した患

者さんが、スムーズに退院できるように、治療と生活の場の橋渡し

をする病棟です。ですから、疾患も年齢も色々な患者さんがいます。

今までは内科消化器科の病棟でしたが、少しずつ外科や整形外科

の患者さんも増えてきました。スタッフは日々、４B 病棟での経験を

生かしつつ、他病棟や手術室の経験のあるスタッフからは、それぞ

れの得意分野を学び合っています。退院支援をするにあたっては、

患者さんやご家族と、今後の事を一緒に考えて行くことが大切です。

毎日のカンファレンスや、週１回のソーシャルワーカーとの退院支援

カンファレンス、リハビリカンファレンスを通じて、その人がその人

らしく、生活できるような援助を心がけています。

４B 病棟のスタッフは、1人1人の思いや考えを丁寧に聴ける力が

あると思います。そして、みんな明るくチームワークがとても良いで

す。まるで高校生の部活動のようにお互い声を掛け合い、医師、看

護師、リハビリスタッフや

薬剤師、ソーシャルワー

カーとも協力し合いなが

ら、チームが一つになっ

て、患者さんが「その人

らしく生きる」為に、看護

や支援を行っています。

66



研修医の紹介研修医の紹介

研修医 2年4名、1年3名で、充実した研修医生活を送っています。

研修医2年目の根岸駿と申します。前橋出身

で、県外の大学を卒業し、また群馬に戻ってき

ました。好きなことは寝ることです。嫌いなこ

とは起きることです。昨年度はあっという間

で、できることも増えましたが同時にできない

ことに気づかされることも多く、自身の成長不

足に焦りを感じる1年でした。富総での残り約8

か月、真摯な姿勢で医療スタッフの方々や患者

さんから多くを学び、より充実した研修を送れ

るよう頑張ります。 根岸 駿

研修医２年目の栗原昌孝と申します。昨年か

ら富岡総合病院で研修をさせていただいてい

ます。前橋市出身で大学は東京の東邦大学で

す。釣りを趣味にしています。富岡での生活は

一年が過ぎだいぶ慣れてきましたが医師とし

てはまだまだ足りない部分はたくさんあること

は自覚しております。毎日が勉強でありこれか

らたくさん経験を積んでお世話になっている

先生や病院、患者さんのために恩返しが出来る

よう日々精進していきたいです。 栗原　昌孝

研修医２年目の杉野陽彦と申します。昨

年から富岡総合病院で研修をさせていた

だいています。出身大学は群馬大学で、将

棋を趣味にしています。一年がたち、部分的

ではありますが、様々なことができるよう

になりました。しかし、まだまだ見えていな

いことが多く、必要なことが抜けていたり、

逆に余分なことをしていたりで周囲にフォ

ローしてもらいなんとかやっています。残り

の研修生活はわずかですが、有意義なもの

になるよう頑張ります。 杉野　陽彦

はいさい。研修医1年目の小南次郎と申

します。小南は「コナン」ではなくて「コミ

ナミ」と読みます。沖縄の琉球大学の出身

です。生まれは愛知です。大学時代は三

段跳びという非常にマイナーな競技をし

ていました。まだ医師として働き始めで毎

日が勉強です。先生に教えていただくこと

も多いですが、患者さんの体から学ぶこと

も非常に多いです。富岡で一人前の医師と

して働けるように精一杯努力します。よろ

しくお願いいたします。 小南　次郎

研修医2年目の野口千菜津です。昨年に

引き続き富岡総合病院で研修させて頂いて

います。昨年はスタッフの方 を々はじめ、患

者さんに温かく見守っていただき、とても実

りある一年でした。日々過ごすたびに課題

が見つかるため、まだまだ勉強中の身です。

2年目となりましたが未熟で至らない事があ

るかと思います。今年も去年のやる気を忘

れず精一杯努めて参りますので、よろしくお

願い申し上げます。 野口　千菜津

研修医一年目の片平雄大と申します。前

橋市出身です。学生時代を海の近くで過ご

しまして、ウインドサーフィンが趣味でした。

この度愛する故郷であるこの海なし県に

帰って来たので、新しい趣味を模索している

ところです。医師になってまだ間もなく、半

人前にも満たない私ですが、できる限り早く

成長し、富岡市の医療に少しでも貢献でき

るように精一杯努力していく所存です。どう

ぞよろしくお願いいたします。 片平　雄大

皆さんこんにちは。研修医1年目の木村

有希と申します。出身は群馬県のお隣長

野県です。自然に囲まれていると安心しま

す。富岡総合病院の温かい雰囲気に惹か

れて今年の春から研修させて頂いていま

す。まだまだ土地にも病院にも不慣れで

はありますが、富岡の魅力に沢山触れて2

年間の研修でお役に立てるよう誠心誠意

努力していきたいと思います。どうぞ宜し

くお願い致します。 木村　有希
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富岡市甘楽郡在宅連携セミナーフォローＵP研修が開催されました。
6月10日（月）富岡市甘楽郡医師会（かぶら在宅療養ネットワークセンター）と薬剤師会共催によるフォ

ローUP研修が、当院を会場に開催されました。地域診療所の先生方や、訪問看師、薬剤師、ケアマネー
ジャーなど大勢の方が参加されました。当院からも医師をはじめ各職種から参加させていただき、賑やか
な会場となりました。
基調講演では、当院における化学療法実施の統計を紹介、使用される薬剤とその副作用などについて

説明がありました。また特別講演では、癌疾患に限らず呼吸不全、心不全、神経難病等への苦痛症状に対
しても、緩和ケアは不可欠であるとのお話がありました。苦痛の段階に応じ、具体的に鎮痛薬の選択方法
や注意点など説明いただき、宮崎先生が冒頭で「超入門」とおっしゃったように、現場に活かすための充実
した研修会となりました。

富岡市甘楽郡医師会の中には、在宅医療介護連携拠点の窓口として、同センター（通称かぶら
ネット）が設置されています。医療と介護の両面からサポートの必要な高齢者が増えていく中で、
かぶらネットでは、切れ目のないサービス体制構築の推進を支援しています。
当企業団でも地域医療に尽力すべく、引き続き連携をはかりたいと考えております。

◎開会の挨拶 … 富岡市甘楽郡医師会会長
 大竹外科胃腸科　大竹雄二先生
◎座長 ………… 泌尿器科診療部長　塩野昭彦先生
◎基調講演 …… 「当院におけるがん化学療法の実際」
 がん薬物療法認定薬剤師　齋田和江先生
◎特別講演 …… 「緩和ケアに鎮痛薬をどう使うのか？（超入門）」
 ～アセトアミノフェンからオピオイド・鎮痛補助薬まで～
 副院長　宮崎増美先生
◎閉会の挨拶 … 富岡地域医療企業団　企業長　佐藤尚文先生

かぶら在宅療養ネットワークセンターのご紹介

かぶら在宅療養ネットワークセンター　連絡先：0274-67-5566


